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較性の原則の適用が考えられよう o -./' =<.マ Vンバッハ自身は，恒常在高法を比較性の
原則の適用とは明言していないが，彼がこのように考えていたと思むれる明ことは，彼
29) たとえばり←デルは ヨノュマー νソパツノ、の宣常在高理論町場合 正確な比較可骨E矛l誰が問題ま
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